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24例， 27関節である。男 3 例 4 関節，女21例23関節で，脱臼位股関節は 6 関節，高度の亜脱臼位股関節は
21関節である。手術時年令は11才から55才で，術後経過観察期間は 5 年 1 カ月から 19年 6 カ月で平均12
年 7 カ月である。




1 )臨床評価:臨床評価では優10関節 (37%) ，良11関節 (41労) ，可 4 関節(15%) ，不可 2 関節
(7 %)で優良あわせた成績良好例は78%であった。項目別に観ると，関節可動域は術前術後に不変で
あったが，痔痛，歩行能力は改善され，とくに痔痛の改善が著しい。
2) X 線学的評価: Sharp角， CE角，臼蓋骨頭被覆率はし、ずれも著明に改善し，しかも術直後より最
終調査時まで維持されている。経年的なX線像から74%の関節に良好な関節適合性変化が術後に見られた。
最近の症例では両股関節のCT scanを施行したが このCT像では関節の直上にとどまらず関節前後にも
新臼蓋が形成されており 乙の形成臼蓋は骨頭の80%を被覆していた。形成臼蓋の吸収は 4 関節にとど
まる。術前に関節症性変化を持った関節は14関節であったが， 5 関節にのみ関節症性変化が進行した。
3) Tectoplastyの手術効果の持続:術後 5 年， 10年， 15年， 18年でのhip scoreの平均値を検討した。

















plasty により 78%の症例に満足できる成績を得られたこと，とくに除痛効果が著しいこと， 15年以上の
手術効果の持続が期待できること，正確な手術適応が重要な乙となどを明らかにした。乙れにより tec­
toplastyが脱臼位股関節症に対して信頼できる治療法のひとつとして確立された。よって本研究は学位
論文にふさわしいものと考える。
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